
【健康経営戦略マップ】

作成年：2026年5月

健康投資施策の取組み状況

に関する指標

従業員等の意識変容・行動変容

に関する指標
健康関連の最終的な目標指標

健康経営の

目標

④ ③ ② ①

・定期健康診断実施 ・健康診断受診率 ・特定保健指導完了率

・二次検査受診勧奨 ・二次検査受診率 ・有所見者率 ・ワークエンゲージメントスコア

・特定保健指導勧奨 ・特定保健指導実施率 （「働きがい」の定量化）

・健康アプリ(食事・睡眠・歩数の記

録と分析)登録・使用
・健康アプリ使用率

・ストレスチェック実施 ・ストレスチェック受検率 ・高ストレス者率 ・高ストレス者率

・ショートサーベイ実施 ・ショートサーベイ受検率

・有給休暇取得日の設定 ・有給休暇取得率の向上

・早帰りDay
・所定外労働時間35時間超え

 人数の減少

・フレックスタイム制度

・社内問合せ先/社外相談窓口設置 ・相談窓口　周知率(認知度) ・心理的安全性実感度

・メンター制度実施 ・メンター制度　定期面談実施率

・研修・教育 選択・実施 ・健康セミナー研修受講率 ・セルフケア実施率

・ウォーキングイベント登録 ・ウォーキングイベント回数 ・ウォーキングイベント参加率

・ウォーキングイベント参加人数

従業員の健康課題

・心の不調の改善 健康経営の浸透状況 方針実現のための体制・環境 ｻﾎﾟｰﾄ、組織的支援、WSC等

・生活習慣病の改善 ・経営トップからの発信 ・健康経営推進事務局の設置 ・上司/同僚からのサポート

・健康経営取組基本方針の理解度 ・外部専門家との連携

健康経営の

推進方針
企業理念

事業活動を通じて人と環境に優しい持続可能な社会の実

現に貢献

企業価値

2029年度目標
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心身の健康リスク低減とセルフケアの定着により、組織の活

性化と生産性向上
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